
核燃・だまっちゃおられん津軽の会では2017年6月17日に第10回総

会を行い、本年度の運営委員が下記のように承認されました。

代 表：阿部 東

副 代 表：安藤 晴美

副 代 表：仁平 將

運営委員：佐藤 倖造（中弘南黒地区労連）

運営委員：未 定 （日本科学者会議弘前分会）

運営委員：未 定 （津軽保健生活協同組合）

運営委員：下山 智裕（弘前大学職員組合）

運営委員：未 定 （(株)ファルマ）

運営委員：黒沼 利三（市民が主人公のみんなの会）

運営委員：工藤 聡 （共産党津軽地区委員会）

運営委員：櫻庭 章子（新婦人弘前支部）

運営委員：須藤 宏 （津軽農民組合）

運営委員：二川原 一（年金者組合津軽南支部）

運営委員：猪俣 峻 （年金者組合弘前支部）

運営委員：小山 秀人（コープあおもり弘前地域）

運営委員：山本 陽子（健生病院労働組合）

運営委員：宮永 崇史（事務局長）

運営委員：大坪 正一（事務局次長）

運営委員：髙松 利昌（事務局員）

運営委員：相馬小百合（事務局員）

運営委員：福田 進治（事務局員）

会計監査：工藤 敏子
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あの重大な原発事故を起こした東日本大震災から 6 年以上も経過した最近になって、東京電力が
次のような驚くべき事実を公表しました。

東京電力の調査によると、事故当時、福島第一原発の敷地内にあった社員や協力企業の作業員

の自家用車について事故の翌年から調べたところ、およそ 460 台が敷地の外に持ち出されていた
ことがわかったというのです。その後の調査で、2015 年までに大半の所在が確認され、このうち
およそ 190台で国の基準を超える汚染が計測されたということです。
基準を超えた車は東京電力が回収しましたが、なかには中古車として売られていた車や基準の

10 倍近くまで計測できる機器の最大値を超えた車もあったということです。また、今も行方がわ
からず、汚染の程度もわからない車が 2 台あるというのです。その原因は、事故当時の 3 月 11
日から 22 日までの 12 日間、敷地外に出る車に放射性物質が付着していないか調べる検査をして
いなかったためだとしています。

私はこれを聞いて、一瞬唖然としました。これが国民の安全を第一に考えなければならないは

ずの原発の管理者がやることか！と。福島第一原発事故の初期対応のまずさといい、その後のこ

うした対応といい、やはり東京電力の責任は免れないと思った次第です。しかも、今頃になって

公表するというのも、どこかの政府の隠蔽体質そっくりだと思いませんか？

◎現在、事務局員を募集中！会員の方でやって
みたいと思われる方、ぜひ事務局までご連絡くだ
さい！

◎会費納入をお願いします。振込用紙をお使いく

ださい。

今年 8 月 26 日スイスで開かれている国連のジュネーブ軍縮会議で、日本の高校生平和大使
による本会議での演説が、これまで 3 年続けられて来ていたのに見送られた。政府間による
軍縮交渉の場で民間人の講演は異例だが被曝国の高校生の代表が 21 万 4300 筆の核廃絶の署
名を国連に届ける活動だったのである。反対する国があったからとされるが、2014 年来続け
られて来た演説をこれ迄通り続けられるよう、日本政府が交渉努力をしなかったことが原因

と新聞で伝えられている。首相は 12 年の政権奪還後の国政選挙で連勝し、勝利すれば政権が
信任されたとして特定秘密保護法、安全保障関連法を片付け、共謀罪法を採決して来た。こ

のような右傾化は核燃政策にも顕著で、「強力に政策を推進していくには国民の信を問う必要

がある」と衆院解散の理由をあげている。揺らいだ首相に対する信頼をリセットする狙いを

許すわけにはいかない。今度の総選挙は危機でもあるが、”ノー”とつきつけるチャンスであ

り、ことの他重大と考える。


